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新年あけましておめでとうございます。 

お正月になると神社でよく流れている曲があります。多くの人が１度は耳に

したことがあると思いますが、曲についてはあまり知られていないのではない

でしょうか。曲名は「春の海」で、琴や尺八によって演奏されます。現代では春

というと４月頃を思い浮かべますが、正月を「新春」というように旧暦での春

は２月頃でした。つまり、本来正月を迎える１月頃は春の始まりで「新春」だったのです。また、作曲

者である宮城道雄自身が旅した瀬戸内海をイメージしてつくられたといわれ、ここから「春の海」と

名付けられたようです。 

私たちの生活の中には、四季折々にちなんだ様々な曲があふれています。変化・発達が目まぐる

しい現代ですが、たくさんの曲が長い間変わらず歌い継がれており、それらを日本の未来の担い手

である子どもたちと共に学べることを、私自身幸せに感じています。 

  今日から３学期のスタートです。気持ちも新たに、学年末のいい締めくくりができればと思います。

今年もよろしくお願いいたします。 

   

あらためまして…「にじいろ」はこんなところです 
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喜志小学校に通級指導教室（通級）が設置されて３年目です。「にじいろ」教室と呼んでいます。

この名称には、『いろいろなニーズのある子どもたちの学びの場になりますように』との願いがこめ

られています。１年目、２年目と少しずつ通級に通う子どもたちが増え、今年度４月から２教室になり

ました。現在、約３０人の子どもたちが学びにやってきています。通級での学習に良さを感じ、卒業後

も希望して中学校の通級を利用する子たちもいます。 

  通級は、子どもの自立をめざし、一人ひとりの状況に応じた指導を行うところです。通っている子

どもたちは、基本的に教科の学習はそれぞれのクラスで学んでいます。子どもたちのもっている力

はさまざまで、得意を感じる強い力もあれば、苦手を感じる弱い力もあります。もっている力のバラン

スのでこぼこは、多少なりとも誰にでもあります。担任の先生がそのことに気づき、クラスの中でで

きる工夫や配慮をしていますが、子ども本人が自分に良さを感じ、教室での学びに意欲を持ち続け

るためのサポートがもっとできればいいなとなった時、その子に合った学びの場として「にじいろ」を

提案しています。にじいろでは、子どもがどんなことにどのように困っているのか、要因となることは

どんなことだろうかを考え、指導や支援をしています。 

にじいろに通う子どもたちは、週に１・２時間の授業で、苦手なところをト

レーニングしたり、得意なところを生かして克服していくための方法を学ん

だりしています。自分のやりやすい方法がわかることで苦手な課題に対し

て前向きになった、できるようになって他のこともがんばるようになってきた、

そういった子どもたちの変化や成長は、私たちにとって大きな喜びです。 
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☆２月の学習参観について 

今年度最後の学習参観です。子どもたちの頑張る姿をぜひご覧ください。 

学習参観は５時間目（１３時４５分から１４時３０分）、懇談会・親子交流会は６時間目（１４時４０分

から１５時２５分）です。ただし、６年生のみ、１３時３０分開始となりますので、ご注意ください。 

・２月 １日（木） ３年生・懇談会 

・２月 ２日（金） ２年生・懇談会 

・２月 ９日（金） ５年生（舞台発表）・親子交流会 

・２月１３日（火） ４年生・懇談会 

・２月２２日（木） ６年生（舞台発表）・親子交流会 

・２月２９日（木） １年生（舞台発表）・親子交流会 

 

☆子ども安全見守り隊の方々へ感謝の会を行いました。 

  暑い日も寒い日も、毎日子どもたちの登下校を見守ってくださっている子ども安全見守り隊の皆

様。子どもたちがお礼の気持ちを込めて、手紙を書きました。児童会が代表して、感謝の会でお礼

の言葉とともにお渡ししました。日々、子どもたちが安全に安心して登校できるのも、子ども安全見

守り隊の皆様が日々見守っていただいているおかげと感謝しております。今年もどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆大谷翔平選手からグローブが届きました。 

メジャーリーグの大谷翔平選手から全国の小学校にプレ

ゼントされたグローブが、喜志小学校にも届きました。 

右利き用2個、左利き用1個、そして大谷翔平選手のサイ

ンと『野球しようぜ！』のメッセージが添えられたカードが入

っていました。 

始業式の日に、全校の子どもたちにお披露目したいと思

います。 

 

 


